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達成度

自己評
価

外部
アンケート等

自己
評価

外部
アンケート等 総合

総合的な探究の時間を通して生徒が主体的に活動し、自己決定を
することで自己有用感を得られるような取組を図る。 A

88%
B

80%
A

95%
A

86%
A

習熟度別クラスにおける到達目標を明確にした上で、生徒一人ひ
とりの目標を設定させることで学習意欲を喚起する。 A

88%
B

67%
A

87%
B

71%
B

少人数制授業の利点を生かし、主体的・対話的な学習活動を展開
することで生徒が思考・判断・表現する機会を設ける。 A

93%
B

72%
A

87%
B

75%
B

習熟度別や少人数制の授業で個に応じた指導を実施し、小テスト
などを積極的に取り入れることで学習を振り返る機会を設ける。 B

76%
B

68%
B

82%
B

69%
B

生徒が主体的に考え、学び合うテーマの設定と興味関心を引く授
業を展開することで、理解を実感させる。 B

83%
B

67%
A

95%
B

65%
B

定期的に理解度を測ることで、生徒自身につまずきを分析させ、
個に応じた指導で理解を深める。

B
74%

B
65%

A
85%

B
67%

B

学習時間調査を定期的に行い、目標や課題を設定させ、家庭学習
の必要性を自覚できる指導を実践する。 D

12%
D

44%
D

18%
D

49%
D

4
いじめと疑われる事案の際にはすぐに委員会を招集し、大きな問
題につながる前に組織的な対応を行う。また、いじめの報告が3カ
月ない場合は、経過観察や未然防止に向けた取り組みのため委員
会を開くようにする。

B
76%

A
92%

B
74%

A
90%

A

定期的に学年ごとに施錠率を把握し、必要に応じて生徒指導通信
等で周知していく。 A

100%
B

81%
A

100%
C

72%
B

　
5 学校はいじめの

防止や早期発見
に向けた取組を
積極的に行って
いますか。

学校いじめ防止基本方針を生徒と保護者に周知徹底させ、いじめ
防止とともに諸問題について早期発見早期対応を心掛け、組織的
対応を図る。 B

88%
C

75%
A

97%
C

67%
C

基本的生活習慣を身につけさせるため、全職員で生活指導に取り
組み、規律ある学校生活が送れるようにする。 A

95%
B

90%
A

100%
B

89%
B

校内の美化と環境への配慮を意識づけることにより、快適で安全
な学習環境を整備する。 A

95%
A

90%
A

92%
A

93%
A

7
探究学習計画「めぶく」を通して、自己の生き方を考える取組を
充実させる B

76%
B

78%
C

61%
B

82%
B

家庭での進路についての会話を増やせるように、保護者参加の進
路講演会や進路通信を充実させる。

B
83%

A
87%

A
87%

A
91%

A

8
進路通信・進路情報誌を生徒が主体的に活用する指導を心掛ける
とともに、情報提供のツールとしてClassiを効果的に活用をす
る。

C
56%

C
57%

D
51%

C
55%

C

進路実現計画「さ霧晴れて」に基づいて、二者面談を中心とした
個別指導を適切に実施する。 B

78%
B

77%
A

87%
B

73%
B

学校における諸活動の様子や最新の情報をWebページ等に適宜掲
載し、家庭や地域のニーズに対応する。

B
79%

B
86%

B
87%

A
91%

A

紙による行事案内に加えてメールやClassiなどを使って保護者に
行事予定を周知し、保護者が参加しやすい環境を整える。 A

95%
B

80%
B

85%
B

75%
B

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10
生徒に貸与されたChromebookやスタディサプリ、Classi Note
などを活用した授業や探究学習を積極的に実践する。 B

79%
B

79%
B

82%
B

81%
B

市から貸与されたChromebookにより高い教育効果が得られるよ
う、指導方法を工夫する。

A
88%

B
84%

A
89%

B
80%

B

11
学校行事への参加申込みや各種調査をGoogle forms等を利用し
てオンラインで行い、提出および集計作業を軽減する。 B

76%
B

86%
A

100%
B

86%
B

アンケート実施のお知らせや回答方法を連絡メールやClassiで送
信し、周知徹底を図る。 A

95%
A

95%
A

95%
A

93%
A

達成状況のまとめ及び次年度の課題

㉒ICTを活用したアンケートに回答している生徒・保護
者の割合が９０％以上である。

生徒は自ら
の進路につ
いて真剣に
考え、その
実現に向け
て取り組ん
でいます

㉑学校行事の出欠確認や各種調査への回答および集約
が便利になったと感じて  いる生徒・保護者・職員の割
合が８０％以上である。

⑯進路実現に向けた指導に満足している生 徒が７５％
以上である。

⑳ICTを活用した授業や探究学習に満足している生徒が
７５％以上である。

・総合的な探究の時間では生徒が主体的、協働的に活動に取り組んでいる。さら
に主体性を高めるため、グループだけではなく個の探究を進める場面を設定した
い。また、評価方法やフィードバックの方法を工夫し、生徒が成長を実感できる
仕掛けしていく。

・習熟度別授業や、少人数授業については、学習効果を高めることができるよう
な指導方法を工夫していく必要がある。

・学習意欲が高まるよう、観点別評価の方法を改善し、指導と評価の一体化をさらに推
進していく。

・定期的に到達度テストを実施している。結果をさらに有効活用することで、自らの成
長を認識し、より客観的に課題を把握できると考える。結果の活用方法を工夫したい。
また、指導と評価の一体化を徹底し、生徒が達成感を感じられるようにしていく。

・学習時間調査を行っているが、十分な学習時間を確保できていない。進路実現に向け
ての出遅れが目立つ現状である。教員が共通認識の下で日々声掛けをし、生徒の意識を
向上させなければならない。

・いじめ防止対策委員会については１３回開くことができた。小委員会としての開催に
よるものが半数を占めたが、いじめとして認定されないものも認知し、対応策について
共通認識をもって取り組むことができた。

・自転車については９割の生徒は施錠を行っている。残りの１割に対し繰り返し周知と
指導を行ったがあまり成果があがっていない。ロッカーの施錠率は８割程度で同様にな
かなか改善されない。職員に協力を仰ぎ、年度初めに確認する等きめ細かい対応が必要
である。

・いじめ防止基本方針の周知に向け、配信やHP掲載等を行ったが必要性を感じない方も
多いため、周知方法に工夫が必要であると感じた。組織対応は、情報共有や記録の徹底
など円滑に行うことができている。

・登校時間順守に課題のある生徒が１割程度いるが、授業規律は確保ができている。

・ゴミの分別について、周知徹底することがなかなかできなかったが、係を中心に分別
指導が行き届くようになり、美化活動の意識も向上することができた。引き続き、指導
を行っていきたい。

・Webページは今年度かなりの頻度で更新し、保護者を始め多くの方に学校の様子を見
ていただくことができた。
・保護者への連絡手段としては、エコの観点からICTを積極的に活用しながらも、重要
な文書は紙ベースで配付するなどして使い分けを図りたい。
・保護者が来校できる予定を、来年度は年度初めに一覧表で配付したい。

・スタディサプリ、Classi Noteに加え、小テストやグループワーク、英語のリスニング
教材として幅広くChromebookを活用しており、生徒の取組みも良い。今後は
ChatGPT等の生成AIの利用方法についても指導するとともに、教育活動へも有効活用
していくことが求められる。

・ICT機器の利活用による各行事の申し込みや調査については概ね順調であり、保護者
からの回答状況も良好である。

第１回
点検・評価

組織的・継
続的な指導
を行ってい
ますか。

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

学校関係者評価

・目標を持っている生徒は学習に
積極的に向き合っている様子が見
られる。いろいろな体験をさせて
目標が見つかれば自然と学習時間
も増えるのではないか。
・一人一人に応じた指導を行うこ
とは非常に難しいと思うが、生徒
との対話を通じ、評価差の圧縮に
努めてもらいたい。

・グローバル教育を視点にした国際教育の
観点を項目に入れると良い。
・総合的な探求の時間に生徒が主体的な取
り組みをしており、自己有用感を得られた
と外部アンケートで８６％の回答を得たこ
とは素晴らしい。
また、少人数制の授業により思考・判断・
表現力の向上を生徒が感じているという結
果も、当初の目標に達していると思われ、
貴校の取り組みが素晴らしい成果をあげら
れていることを高く評価する。

特色ある教
育活動を
行っていま
すか。

⑱保護者が来校できる行事が年２回以上実施されてい
ることを認識している保護者が８０％以上である。

⑩学校は「学校いじめ防止基本方針」について,生徒に
説明していると認識している生徒が９０％以上であ
る。

②習熟度別で履修をすることにより、生徒の７５％以
上が学習意欲が向上したと感じている。

第２回
点検・評価方　　　　　　　　　　策

④学習に対する達成感や満足感をもっている生徒が７
５％以上である。

羅　　　　　針　　　　　盤

1

9Ⅴ 家庭、地域
社会に積極
的に情報発
信をしてい
ますか。

⑲授業や家庭学習においてChromebookを 活用させ
る教職員の割合が７５％以上で  ある。

③少人数制で履修することにより生徒の ７５％以上が
思考・判断・表現力が向上したと感じている。

⑬「自己の生き方」と「将来の職業」との関連につい
て考えている生徒が７５％以上である。

⑥「授業を通して学力がついた」と評価している生徒
が７０％以上である。

⑤「授業がわかりやすい」と評価している生徒が７
５％以上である。

⑰学校のWebページや連絡メールで学校の情報を確認
している保護者が８０％  以上である。

⑦進路実現のために必要な学習時間が十分に確保でき
ている生徒が７５％以上  である。

⑧いじめ防止対策委員会を年間10回以上開催する。

⑪学校と家庭の連携の中で、怠惰な遅刻がないと自覚
している生徒が９０％以上である。

⑮進路通信や進路情報誌などを活用している生徒が７
５％以上である。

⑫ゴミを分別し、学校内の美化を心がけている生徒が
８０％以上である。

生徒は健康
で、規則正
しい学校生
活を送って
いますか。

　
6

評　価　対　象 具体的数値項目

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は確か
な学力を身
に付けてい
ますか。

2 生徒の実態
に応じた指
導を行って
いますか。

3

Ⅳ

①地域活性化プロジェクト「めぶく」に主体的に取り
組んだと感じている生徒の割合が７５％以上である。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

⑨盗難予防のために自転車やロッカーの施錠率が９
０％以上である。

⑭生徒の将来の志望について理解してい る保護者が７
５％以上である。

・マナーアップで登校の様子を見させ
てもらった時に朝から暗い表情で来る
生徒を見かけた。先生からも声をかけ
てもらえるとありがたい。
・いじめ防止に向けて委員会を随時開
催し、事前防止や早期対応に取り組ん
でいることは素晴らしい。いじめを防
止するためには、教師と生徒の何でも
相談できる人間関係の構築が大切だ。
引き続き、教師と生徒、生徒同士が温
かな関係を築き、生徒が楽しく学校生
活を送ることができるように指導して
もらいたい。
・項目「５」の自己評価と外部評価に
差があるということが、隠れたいじめ
が存在しているということに繋がって
いなければいいと思う。

・ＩＣＴの活用についてアンケー
トでは、生徒の学習や先生方の業
務改善に良い結果が見られるの
で、ＩＣＴをうまく活用していて
いけるようにご指導をお願いした
い。

・体験学習などにより自分の生き
方を考える時間の確保を図り、自
分に合った進路を選択できるよう
に引き続きご指導をお願いした
い。
・項目１５の評価値が低いのは、
進路に対するのんびり具合のあら
われでしょうか。
・OBで活躍する人の講演会等を通
じ、卒業後の進路を考えるきっか
けづくりに努めていただければあ
りがたい。

・探究学習は、進路実現の際に有効な高校生活での一つの成果となっている。今後は探
究にSTEAMの要素を取り入れ、様々な進路希望と探究を関連づけていきたい。また、
職業理解や進路意識向上のためのインターンシップを企画していく。
・保護者が参加可能な進路講演会等を増やし、生徒だけでなく保護者へも進路情報を提
供し、家庭での会話のきっかけを提供していきたい。
・進路通信や外部の教育機関活用の情報についてClassiで生徒保護者へ情報提供をして
いるが、それらの活用は不十分な状態である。配信のみにせず、必要に応じてホーム
ルームや授業での教員からの声掛けをしていきたい。
・今年度より三者面談を夏休み前の実施に変更した。早い段階で保護者との協力関係を
築き、学校と家庭が協力して生徒の進路実現に向かえるよう、面談の内容についても改
善を図っていきたい。

ＩＣＴを活
用した指導
を行ってい
ますか。

ＩＣＴを活
用した業務
改善を行っ
ています
か。

計画的な指
導を行って
いますか。

・Webページを利用して、貴校の様子
はとても良くわかる。今後も家庭や地
域との交流を図りながら、開かれた学
校作りを推進してほしい。
・行事案内は保護者が参加しやすいよ
う、堅苦しくなくどんどん連絡してほ
しい。


